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レコード件数の必要性

ファイルの中のレコード件数を知りたい場合が

あります。

� ファイルが空だったら処理をしたくない。

� 件数によって正常/異常を判断したい。

� DBの再編成を⾏いたい。

� 更新の頻度を把握したい。

� データが到着/作成されたかを判断したい。
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レコード件数の取得方法

・CL/コマンドによる方法

・RPG による方法

・SQL/QUERYによる方法

・API による方法

件数を取得するには、以下の方法があります。
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CL/コマンドによる方法

DCL VAR(&RCD)   TYPE(*DEC)   LEN(10 0)

RTVMBRD FILE(xxxxx/xxxxx) NBRCURRCD(&RCD) 

DSPFD

CL
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RPGによる方法

現在オープンしているファイルの件数を取得します。
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SQL/QUERYによる方法

SQL

QUERY
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APIによる方法

API QUSRMBRDを使用します。
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IFSの場合の件数取得

PGM PARM(&STMF &NBRRCDDEC) 

DCL VAR(&STMF)      TYPE(*CHAR) LEN(124) 
DCL VAR(&NBRRCDDEC) TYPE(*DEC) LEN(10 0) 
DCL VAR(&NBRRCDCHR) TYPE(*CHAR) LEN(10) 

DLTF FILE(QTEMP/TEMPFILE) 
MONMSG MSGID(CPF0000) 

CRTPF FILE(QTEMP/TEMPFILE) RCDLEN(20) + 
TEXT('TEMPORARY FILE') 

CPYFRMSTMF FROMSTMF(&STMF) + 
TOMBR('/QSYS.LIB/QTEMP.LIB/TEMPFILE.FILE/TE+ 
MPFILE.MBR') MBROPT(*REPLACE) ENDLINFMT(*ALL) 

RTVMBRD FILE(QTEMP/TEMPFILE) MBR(TEMPFILE) + 
NBRCURRCD(&NBRRCDDEC) 

CHGVAR VAR(&NBRRCDCHR) VALUE(&NBRRCDDEC) 

SNDPGMMSG MSG('**NUMBER OF RECORDS = ' *CAT &NBRRCDCHR) 

DLTF FILE(QTEMP/TEMPFILE) 
MONMSG MSGID(CPF0000) 

ENDPGM

NEW
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付録：HULFTにおいての件数取得

後続ジョブとして、以下のCLを実⾏します。

＆COUNTに件数が取り込まれます。
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付録：DBの更新件数の取得

DSPFDコマンドで、以下の情報を取得できます。
但し,IPLをするとリセットされます。


